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※かがわコミュニティ・デザイン（KCD）推進事業は、四国学院大学が主催し地域社会における人と人とのつながり、香川県の
　コミュニティ・デザインを豊かにすることを目的として企画した事業です。

【趣旨】2014年12月の中央教育審議会答申
「新しい時代にふさわしい高大接続の実現に
向けた高等学校教育，大学教育，大学入学者
選抜の一体的改革について」により，今後の高
校教育や大学教育の改革、高大接続改革の
方向性が示されました。こうした政策動向を踏
まえ，四国学院大学は，アクティブラーニングなど
を活用した新たな〈大学教育〉〈高校教育〉の
創造と，それを通した新たな〈高大接続〉の試み
を主要なテーマとした講演会を開催していま
す。「知識・技能」に偏重する教育ではなく「知
識・技能を活用して，自らの課題を発見し，その
解決に向けて探求し，その成果などを表現する
ために必要な思考力・判断力・表現力などの能
力」を育む教育の創造と提案が，講演会を主催
する四国学院大学の目的です。本年度からは，
「コミュニケーション教育」というテーマを設定し
て，このレクチャーシリーズを展開します。

勤務校・勤務先、職務・役職、氏名、E-mail
アドレスを記載のうえ裏面ＦＡＸ用紙または
E-mailにてお申し込みください。
ご連絡いただいた個人情報は本講演の運営目的にのみ使用いたします。

丹野 純一

演劇やプロジェクト型学習を通した
21世紀型資質能力の育成

第２回 テーマ

　東日本大震災と原発事故により福島ではいまだに８万人もの人々が避難
生活を続け，原発周辺のここ双葉郡では誰も正解を知らないような解決困

難な課題に日々向き合い，奪われた故郷を取り戻す戦いが続いています。その地に2015
年に開校した福島県立ふたば未来学園高等学校では，子供たちが向き合わざるを得ない
厳しい現実から，学校の使命，すなわち教育目標を掲げるとともに，子供たちに身につけた
い資質・能力をルーブリックという形で明らかにし，その実現のためのカリキュラムを作り
上げ実践しています。本講演では，演劇を通したコミュニケーション教育と地域課題解決
のプロジェクト型学習を中心に，未来を創造する本校の取組を紹介いたします。
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主
後※この期日を過ぎて受講を希望する方は，リエゾン・センターにお問い合わせください。
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申込締切

― 福島県立ふたば未来学園高等学校の実践的取組を通して ―

平成29年度香川県大学等魅力づくり補助金採択事業
かがわコミュニティ・デザイン（KCD）推進事業※
香川県下高校との連携企画

1966（昭和 41）年福島県生まれ。東北大学法学部卒業後、福島県高
等学校教諭となり、湯本高校、二本松工業高校、橘高校で社会科教
諭、安積高校で教頭、県教育委員会で指導主事として学力向上関連業
務、管理主事として人事管理業務に通算10 年近くあたり、2015 年
（平成 27年）高校教育課主任管理主事からふたば未来学園高等学校
初代校長に就任。双葉郡広野町で単身赴任。50 歳。

プロフィール
福島県立ふたば未来学園高等学校長
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